

























































なことが示せるのでは、と思いました。私の研究方法は Ethnography of Diver-










































Fawcett 1995・1996,  Habu and Fawcett 
1999・2008, Ikawa-Smith 1982・1999, 
Kaner 1996
AMS　放射性炭素年代測定法のうち、加速質量
分析、Accelerator Mass Spectrometry の頭文
字をとったもの。放射性炭素年代測定は C14 の
放射性壊変で放出されるβ線を計測する方法が先











トゥールの ANT (Actor Networking Theory)
に依拠してこの概念を使用している（Latour 






































































































大きく影響している　1999 年 7 月 2 日読売新
聞の「縄文からのメッセージ第 3 部 4」に上野幸
夫氏が関わった詳細が記されている。Fujii and 
Ertl eds. 2013 の Chapter 1: Archaeological 
Diversity and Jomon Dwelling Reconstruc-
tions 参照。






































ICOM International Council of Museums：
国際博物館会議の略称。博物館に関わる国際的な
非政府組織。




























ト（『人類誌集報』1998 の 145 頁）の中にこの
ような発言がある。
私が日本の多様性を見たい　その成果の一端は
Ertl et al. eds. 2015 に詳しい。
